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反応』性イオンプレーテイング法における

化合物皮膜の機能強化法
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１． はじめに

近年．金属材料の使用環境がますます苛酷になり．も

はや金属材料単独では機能的に対応しきれなくなりつつ

ある．その場合．要求される機能が耐摩耗性や耐食性の

ように主として表面に求められるときには，金属とはま

ったく異なる特性を持つ化合物などを被覆することが行

われている’)-ｲ)．それには多種多様な方法があるが，構

造用部材にはイオンプレーティング法が用いられること

が多い．その理由としては被覆温度が比較的低く，皮膜

と基材の密着性に優れ，化合物被覆が容易なことなどが

あげられる．化合物は金属よりもはるかに硬く、様々な

色彩を有するものが多いため，当初は工具や装飾品に被

覆されることが主流であった．しかし被覆の対象範囲が

拡大されるにつれ．皮膜にも新たjf食機能が求められ、し

かも工具などではあまり問題視されなかった皮膜特性が

被覆効果を劣化させていることもわかってきた．

このような状況に対処するのに，種々の化合物を被覆

して．それらの適応性を比較評価し，より機能性の高い

皮膜を見いだしていくことも有効な手段ではあるが，化
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合物種の変更は往々にして現有設備やそれまでに蓄積さ

れたノウハウがそのまま活用できないなどの問題を生じ

ることが多い．したがって，もし同じ化合物でもプロセ

ス．パラメータ制御や被覆方法を工夫することでその機

能を飛躍的に向上させることができれば，その技術的価

値は非常に高いと思われる.

本稿では，まずプロセス・パラメータと膜質との関係

を明示したうえで，膜質制御が困難な背景には何がある

のかを述べる．次に皮膜とバルク材の基本的な相違点と

共通点に言及し，被覆技術の開発にあたって，それらを

どのような観点で取り扱ってきたか，具体的事例をあげ

て説明する．その際，対象化合物としては現在もっとも

多用されているチタン窒化物をとりあげた.また提示し

たデータは中空陰極放電方式イオンプレーティング法

(以下，ＨＣＤＩＰ法と呼ぶ)で形成させた皮膜に関するも

ので1ｔあるが，そこに示した知見は他種化合物の被覆に

対しても広く活用しうることを念頭に置いた．

２．膜質制御が困難な背景

同じ条件で被覆した製品でも，その性能が被覆のたび

ごとにばらつくことはしばしば経験する．本節では，そ

のことが何に起因しているのかを考えてみる．

通常，同じ条件というときには，“温度は700Ｋ，圧

力は…”のように、用いるプロセス・パラメータすべて
























